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＜準備祈祷会の説教から＞     
【小さな群れよ】先週行われた、清水市民クリスマス準備祈祷会の聖書箇
所は、ルカ福音書12：22～34でした。３０日の伝道礼拝でも取り上げら
れる箇所です。“小さな群れ”というのは３２節に出てくる言葉です。ロ
ーマの歴史には一行も、イエスという名は出てきません。新年にかけて日
本の教会は大勢の群衆の中で“我々は実に小さい群れだ”ということを思
い知らされることでしょう。初代の教会は会堂もなかったような小さなも
のでした。そしていまでも、すぐ小さくなることはあり得るのです。
【恐れるな】３２節には続けて“恐れるな”という言葉が現れます。最初
の教会は、主イエスの出来事を大切に記録しました。主の残された弟子た
ちが、これから教会を立てあげていかなければならなく
ことでした。主イエスの教えがその中心でした。ルカはこの“恐れるな”
ということを何度も繰り返しています。み使いが“救い主の誕生を羊飼い
たち”に告げる時も“恐れるな”と語りかけています。
者たちの中心にいるようなものでした。２２節に始まる弟子たちへの教え
も、大勢の群衆に囲まれてなされたかもしれません。主はすでに弟子たち
が、恐れる者であったことをご存知でした。実際この群衆を恐れましたし、
群衆の怒りが主に十字架への道を備えたのです。その“恐れる者”に主は
“あなた方に（私の父ではなく、あなた方の父でもある
国をくださる（３２節）”と教えるのです。確約されるのです。喜んで、
すなわち神の願いとして“くださる”と仰っているのです。この一節は、
常に教会のどこかに掲げておきたい一節なのです。 
【全き愛】全き愛が、恐れに反対するものであることを聖書は伝えていま
す。機関誌の“全き愛”はヨハネの手紙からとられたものですが、“恐れ
をとり除く”と続けられています。また教会の力として昨年度に続いて教
団の標語にもなっています。世の中は恐れを抱かせることによって導こう
とする動きであふれています。そして私たちは恐れを抱く
なったらどうしようとか、試験に合格しなかったらどうしよう、敗北者に
なってしまう。そして導くものに従うのです。“教会へ行くなんて大嫌い
だ”と、周り中が言ったら、どの時点までもちこたえることが出来るでし
ょうか。主は恐れや不安を抱かさせることで導くことをされませんでし
た。この罪を犯されなかった方の行く道が十字架の道だったのです。
【慰め】私たちは慰められることを望みます。仮に“慰めなど”と言って
も望んでいます。そこに主の愛が慰め主として臨んでいるのです
る時も死ぬ時も慰めはどこに”とハイデルベルク信仰問答書でウルジヌス
は書き始めています。答えは“イエス・キリストから来る”と
です。また、ルターの讃美歌１０１番に“いずこの家にも”と
しい日本語訳が付け加えられました（元々はなかった言葉です）。
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聖書研究祈祷会 毎水曜日
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